









Develc制I削 taland RegionaI Alteration of ，，-()Pioid 
Receptors in Seizure-SuscePtible EL Mouse Brain 
(発育期におけるELマウス脳のオピオイドκレセプターの変化)








非感受性の ddYマウスを用い，生後25目(前僅撃期). 50日(不全発作期)， 150日(強直間代直筆期)で
脳を摘出した。脳を大脳皮質，海馬，中隔野，線条休，煽桃核.視床および視床下部，橋ー延髄.小脳の























るκreceptorをradioreceptorassayにより測定した。 μおよびδreceptor結合部位の遮断には， 100nM 











one enkephalinの減少がδreceptorのup-reguI a t i onを惹き起こすことやκagonistが抗症型作用を持
つことなどが既に報?号されているので，本研究で、得られたELマウス脳のκreceptorの増加もκrecptorに
主に結合する内因性dynorphinの合成限害や放出減少によるものと推察され， dynorphinの機能低下がEL
マウスの発作感受性に関号することをボl唆している。
以上より，本論文はてんかんの発作感受付に辿緑系などにおけるのnorphinの機能低下を示唆したもの
で，難治性てんかんにおける約四の解明に寄与するところが少なくなし、ょ勺て，著者は博士(医学)の
学位を授与されるに値するものと判定された。
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